
	

整形外科 / 犬・猫	

大腿骨頭切除術	

	

対象	
犬・猫	

手術時間	
45～90分	

入院	
1～3泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

股関節の大腿骨頭（球状の部分）を切除し、「偽関節」をつくる手術です。変形性股関節症・大腿骨
頭壊死（レッグ・カルベ・ペルテス病）・整復が難しい股関節脱臼や骨折に対して行います。人工関
節置換が難しい小～中型犬・猫で特に有効で、筋肉が新しい関節の代わりとなり、多くの症例で良好
な機能回復が得られます。	

■ この手術が必要なとき	

・大腿骨頭壊死（レッグ・カルベ・ペルテス病）	
・整復が難しい股関節脱臼	
・重く、痛みのコントロールが難しい変形性股関節症	
・大腿骨頭・頸部の骨折	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、横向きに固定します	
② 股関節部の皮膚・筋肉を切開して股関節を露出します	
③ 大腿骨の頸部を骨のこで切除します	
④ 骨の断端をなめらかに仕上げます	
⑤ 筋肉を元の位置に縫合し、皮膚を縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 1～3泊が目安です。術後 24～48時間から患肢を少しずつ使わせます（早めの荷重が重要で
す）。	

■ 術後のケア	

・積極的なリハビリ（マッサージ・水中歩行・理学療法）を行います	
・術後 2～3か月は積極的なリハビリが特に重要です	
・8～12週で機能回復をX線で評価します	

■ 起こりうるリスク・合併症	

・筋萎縮・機能回復不良（リハビリが不十分な場合）	
・骨切り断端の骨棘形成（痛みの原因）	
・感染	
・一定期間の跛行が続くことがあります（特に大型犬）	



■ よくある質問	

Q. 股関節がなくなって大丈夫ですか？	
A. 「偽関節」という新しい支持組織がつくられます。小～中型犬・猫ではほとんどの症例で良好な
機能回復が期待できます。	
Q. 大型犬でも有効ですか？	
A. 大型犬は機能回復が不完全になることがあり、人工関節置換が適している場合もあります。個別
にご相談します。	
Q. リハビリはどのくらい必要ですか？	
A. 術後 2～3か月は積極的なリハビリが重要です。水中歩行は特に効果的です。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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